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課題の採択に際して、研究としての重要性、公衆衛生的・臨床的意義、他研究との重複の

有無などを評価する。 

                                 

 【若手育成型】 

研究水準の向上、従来の手法にとらわれない新たな手法の開発のため、若手の研究者を積

極的に育成するため、上記の課題につき、若干課題採択する。     （２２１７２７０１） 

 

 ＜精神障害／神経・筋疾患分野全体の留意点＞ 

   研究計画書の提出に当たっては、以下の点に留意すること。 

ア．目標を明確にするため、上記応募研究課題（精神障害分野：①から⑨及び若手育成型、

神経・筋疾患分野：①から③及び若手育成型）において、研究計画書の「９．期待される

成果」に、当該研究により期待される科学的成果及び当該成果によりもたらされる学術的

・社会的・経済的メリットを具体的に記載すること。また、「１０．研究計画・方法」に、

年度ごとの計画及び達成目標を記載するとともに、実際の医療等への応用に至る工程を含

めた研究全体の具体的なロードマップを示した資料を添付すること（様式自由）。 

なお、研究課題の採択に当たっては、これらの記載事項を重視するとともに、中間評価

及び事後評価においては、研究計画の達成度を厳格に評価する。その達成度（未達成の場

合にはその理由、計画の練り直し案）如何によっては、研究の継続が不可となる場合もあ

り得ることに留意すること。 

イ．法律、各府省が定める省令・倫理指針等を遵守し、適切に研究を実施すること。 

ウ．特に、研究計画において、妥当なプロトコールが作成され、臨床研究倫理指針等（Ⅱ応

募に関する諸条件（４）応募に当たっての留意事項オ．研究計画策定に当たっての研究倫

理に関する留意点参照。）に規定する倫理審査委員会の承認が得られている（又はその見

込みである）こと。各倫理指針等に基づき、あらかじめ、研究の内容、費用及び補償の有

無等について患者又は家族に説明又は情報公開等し、必要に応じて文書等により同意を得

ていること。 

また、モニタリング・監査・データマネジメント等を含めた研究体制や、安全性及び倫

理的妥当性を確保する体制について添付し提出すること。 

   エ．介入を行う臨床研究であって、侵襲性を有するものを実施する場合には、臨床研究に関

する倫理指針の規定に基づき、あらかじめ、登録された臨床研究計画の内容が公開されて

いるデータベースに当該研究に係る臨床研究計画を登録すること。なお、事業実績報告書

の提出時に、登録の有無を記載した報告書（様式自由）を別に添付すること。 

 

 

８．感染症対策総合研究事業 

 

（１）新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 

 ＜事業概要＞ 

   近年、新たに発見された感染症、今後発生が予想される感染症（新興感染症）や既に征圧

したかに見えながら再び猛威を振るう可能性がある感染症（再興感染症）が世界的に注目さ

れており、これらへの適切な対応が求められている。中でも、殆どの者が免疫を持たない新

型インフルエンザについては、平成２１年４月に発生したH1N1の今後想定されるさらなる感

染拡大への対応とともに、従来から懸念されている高病原性鳥インフルエンザから新型イン

フルエンザの発生についてもその発生の可能性はいささかも低下していないことから、今後

とも適切な対応が不可欠である。  

これら新興・再興感染症は、①その病原体、感染源、感染経路、感染力、発症機序につい


